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１ページ、表紙 
音声コードは奇数ページの右下、偶数ページの左下にある、きりかきのところに添付されてい

ます。 
これより本文 
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安全な移動と歩く権利を求めて 

東京メトロ、銀座線「青山一丁目駅」の転落事故を受けて 
Ⅰ．「欄干のない橋」と呼ばれる駅ホーム 
８月１５日、東京メトロ、銀座線青山一丁目駅（東京都港区）で、盲導犬を連れた男性がホームから転落し、電

車にはねられ死亡する事故が発生しました。 
 駅ホームは視覚障害者の間では「欄干のない橋」と呼ばれ、過去にも多くの痛ましい事件が報じられてきまし

た 
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２ページ、 
今回の事故の現場となった青山一丁目駅は、相対式と呼ばれる構造で、両ハシに配置されたホームの幅は約３メ

ートルと狭く、点字ブロックの一部にかかる形で柱が並びます。 
日盲連が事故現場を調査 
19 日には、日本盲人会連合の橋井正喜常務理事と、藤井貢組織部長が、事故現場を調査す

るため、青山一丁目駅を訪れました。また、この調査には専門家による分析も必要との判断か

ら、東京都視覚障害者生活支援センター所長で、歩行訓練士の長岡ゆういち氏が同行しました。 

【写真】点字ブロックにかかる柱を、避けるように移動する橋井正喜常務理事(中央)と、誘導

する東京都視覚障害者生活支援センター 長岡ゆういち所長、左、 
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今回の事故の現場となった青山一丁目駅は、相対式と呼

ばれる構造で、両端に配置されたホームの幅は約３メート

ルと狭く、点字ブロックの一部にかかる形で柱が並びます。 
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 【写真】点字ブロックにかかる柱を避けるように移動する橋井正

喜常務理事(中央)と、誘導する東京都視覚障害者生活支援センタ

ー 長岡雄一所長(左)。 
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３ページ 
長岡氏は「音の反響がすごい。電車が両側から入ってくるので、静かになる時間がない。視覚

障害のかたには負担だと思う。歩行訓練士としては（ホームはしの）点字ブロックよりも、壁

側の移動を勧める」と調査を振り返りました。 
【写真】調査終了後に行われた、ぶら下がり取材の様子。 
Ⅱ．日本盲人会連合の声明文から 
胸のつぶれる思いをいだくとともに、同じ仲間として強い憤りを禁じ得ない;日盲連 竹下義樹

会長 日盲連が発表した声明文において、竹下義樹会長は哀悼の意をひょうし、;無念にも人

生を閉じられた仲間の悲しみと痛みを共有し、二度とこのような事故が生じないよう全力を上

げて取り組む;ことを宣言しました。 
日盲連は関係機関・鉄道事業者に対して、駅ホームからの転落防止のための、抜本的な対策を

強く求めるとして、１３項目におよぶ要望事項を示しました；抜粋してご紹介します 
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長岡氏は「音の反響がすごい。 

電車が両側から入ってくるので、 

静かになる時間がない。視覚障害 

の方には負担だと思う。歩行訓練 

士としては（ホーム端の）点字ブ 

ロックよりも、壁側の移動を勧め 

る」と調査を振り返りました。 

 

Ⅱ．日本盲人会連合の声明文から 

『胸のつぶれる思いを抱くとともに、同じ仲間と

して強い憤りを禁じ得ない』日盲連 竹下義樹会長 

 日盲連が発表した声明文において、竹下義樹会長は哀悼の

意を表し、『無念にも人生を閉じられた仲間の悲しみと痛み

を共有し、二度とこのような事故が生じないよう全力を上げ

て取り組む』ことを宣言しました。 

 日盲連は関係機関・鉄道事業者に対して、駅ホームからの

転落防止のための抜本的な対策を強く求めるとして、１３項

目におよぶ要望事項を示しました。抜粋してご紹介します。 

【写真】調査終了後に行われたぶら下がり取材の様子。 
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４ページ 
ひとつ、事故原因の究明にあたっては、本人の責任に転嫁しないことを前提に、盲導犬の使用

並びに本人の歩行訓練の状況を含め、事故原因を深く究明し、今後の施策に生かすこと； 
ひとつ、すべての駅ホームの危険箇所の実態を調査し、危険箇所の優先的な対策を実施し、駅

ホームのみならず、鉄道駅全体の安全が確保できる対策を行うこと； 
ひとつ、計画対象駅ホームへの、転落防止柵の設置を急ぎ、更なる計画拡大を求めること； 
 
ひとつ、すべての駅ホームに内方線付き点状ブロックを敷設すること； 
 
ひとつ、駅ホームでの歩きスマホを禁止すること； 
 
ひとつ、危険に遭遇しようとしている、視覚障害者に対する適切な声かけ・援助の仕方につい

て研究し、啓発を促進すること； 
声明文全文は、日盲連のホームページ（http コロン;スラッシュスラッシュ、N、I、C、H、I、M、

O、U、どっと、O、R、G、スラッシュ）で掲載しています。日盲連の活動なども、こちらで随時

お伝えしていますので、どうぞご活用ください。 
【写真】日盲連ホームページのトップページ 
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一、事故原因の究明にあたっては、本人の責任に転嫁

しないことを前提に、盲導犬の使用並びに本人の歩行

訓練の状況を含め事故原因を深く究明し、今後の施策

に生かすこと 

一、すべての駅ホームの危険箇所の実態を調査し、危

険箇所の優先的な対策を実施し、駅ホームのみならず

鉄道駅全体の安全が確保できる対策を行うこと 

一、計画対象駅ホームへの転落防止柵の設置を急ぎ、

更なる計画拡大を求めること 

一、すべての駅ホームに内方線付き点状ブロックを敷

設すること 

一、駅ホームでの歩きスマホを禁止すること 

一、危険に遭遇しようとしている視覚障害者に対する

適切な声かけ・援助の仕方について研究し啓発を促進

すること 

 声明文全文は、日盲連のホーム 

ページ（http://nichimou.org/） 

で掲載しています。日盲連の活動 

なども、こちらで随時お伝えして 

いますので、どうぞご活用ください。 

【写真】日盲連ホームページのトップページ 
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５ページ 
Ⅲ．鉄道駅ホームの、安全問題意見交換会と記者会見 
【写真】記者会見の模様 
９月６日には日本盲人福祉センターで、「第１回鉄道駅ホームの、安全問題意見交換会」が開

催され、その後に設けられた記者会見の席で、竹下義樹会長から、これまでの取り組みについ

て報告がなされました。盲導犬の利用者による転落死亡事故は、社会にも大きな衝撃を与え、

対する報道機関の関心も高く、当日は計１１社が参加しました。 
【写真】左から順に、日盲連 工藤正一総合相談室長、橋井正喜じょうむりじ、竹下義樹会長、

全日本盲導犬使用者の会 ぐんじななえ会長、そして日盲連 藤井貢組織部長 
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【写真】記者会見の模様 

【写真】左から順に、日盲連 工藤正一総合相談室長、橋井正喜常務理事、竹下義樹会長、全日本盲導犬使用

者の会 郡司七重(ぐんじ ななえ)会長、そして日盲連 藤井貢組織部長。 
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６ページ 
また、資料として日盲連と公益社団法人 東京都盲人福祉協会がおこなった「危険と思われる、

東京都内の駅ホーム、実態調査緊急アンケート」の集計結果が配布されました。 
 回答者５７名が危険だと指摘したのは、ＪＲ中央線・総武線 飯田橋駅が１２％と最多でし

た。 
理由として、「ホームが狭く、駅自体がカーブしている。その影響でホームと電車との間が、

大きく開いている」、「場所によって車両とホームの間との高低差が、２０センチほどあり気

をつけないと足を落としやすい」などがあった 
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 また、資料として日盲連と公益社団法人 東京都盲人福祉協

会が行った「危険と思われる東京都内の駅ホーム実態調査緊

急アンケート」の集計結果が配布されました。 

 回答者５７名が危険だと指摘したのは、ＪＲ中央線・総武

線 飯田橋駅が１２％と最多でした。 

 
理由として、「ホームが狭く、駅自体がカーブしている。

その影響でホームと電車との間が大きく開いている」、「場

所によって車両とホームの間との高低差が２０センチほどあ

り気をつけないと足を落としやすい」などがあった。 

 他の駅としては、ＪＲ山手線・中央線 新宿駅 

（９．６％）、ＪＲ山手線 渋谷駅（３．６％）、ＪＲ総武

線・中央線 御茶ノ水駅（３．６％）、小田急線 新宿駅
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７ページ 
 他の駅としては、ＪＲ山手線・中央線 新宿駅（９．６％）、ＪＲ山手線 渋谷駅（３．

６％）、ＪＲ総武線・中央線 御茶ノ水駅（３．６％）、小田急線 新宿駅（３．６％）が挙げ

られました。 
また、ＪＲ京葉線・山手線 東京駅、ＪＲ京浜東北線・山手線 品川駅、都営三田線・新宿線 

じんぼうちょう駅、東急大井町線・池上線 旗の台駅、東武東上線 大山駅、京王線 下高井戸

駅（いずれも２．４％）などが続きました 
 なお後日、日盲連にＪＲ東日本から「危険と思われる東京都内の駅ホーム」の改良計画につ

いて報告があり、飯田橋駅では、ホームを直線化する改修工事に着手していることが、伝えら

れました 
 また、東京地下鉄株式会社（東京メトロ）からは、「銀座線青山一丁目の転落事故における、

同種事故防止策の取組み」について報告がなされました。 
【写真】ＪＲ中央線・総武線 飯田橋駅で取材に応じる、橋井正喜じょうむりじ 
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（３．６％）が挙げられました。また、ＪＲ京葉線・山手線 

東京駅、ＪＲ京浜東北線・山手線 品川駅、都営三田線・新宿

線 神保町駅、東急大井町線・池上線 旗の台駅、東武東上線 

大山駅、京王線 下高井戸駅（いずれも２．４％）などが続き

ました。  

 なお後日、日盲連にＪＲ東日本から「危険と思われる東京

都内の駅ホーム」の改良計画について報告があり、飯田橋駅

ではホームを直線化する改修工事に着手していることが伝え

られました。 

 また、東京地下鉄株式会社（東京メトロ）からは、「銀座

線青山一丁目の転落事故における同種事故防止策の取組み」

について報告がなされました。 

【写真】ＪＲ中央線・総武線 飯田橋駅で取材に応じる橋井正喜常務理事
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８ページ 
Ⅳ．石井啓一国土交通大臣と竹下会長が面談 

【写真】石井啓一国土交通大臣との面談の模様 
９月１６日、日盲連の竹下義樹会長と、藤井貢組織部長が、国土交通省（東京・霞ヶ関）の

大臣室を訪れ、石井啓一国土交通大臣に要望書と「危険と思われる、東京都内の駅ホーム、実

態調査緊急アンケート」の集計結果を手渡しました 
今回の面談は、事故の発生後現場に足を運び、調査を行った、公明党の高木美智代衆議院議

員などの働きかけにより実現したものです 
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９ページ 
席上、竹下会長は「ホームは危険と隣り合わせ。ホームドアの設置はお金がかかるが、視覚

障害者の、外出時の安全の確保のためにも、ホームドアの設置を急いでほしい」と要望し、石

井国交大臣からは、省内に検討会を設置したこと、そして今年度予算で確保していた、約２２

億円にくわえ、現在開かれている臨時国会に、補正予算案として、約４０億円を計上している

こと、さらに来年度予算案の概算要求でも、約２７億円を要望していることが報告されました。 
さらに、この財源をもとに、緊急性の高い駅について優先的に整備を実施し、新たに着手す

る駅数を、５駅から、２０駅、３０駅へと大幅に増やす計画が示されました。 
また、面談終了後は、大臣室からエレベーターホールに場を移し、ぶら下がり取材が行われ

ました。ホームドアの設置費用の高額さが、普及のネックになっていることについて、記者か

ら意見を求められた竹下会長は、「一年間に３，６００人を超える人が転落していて、その中

で８０人が視覚障害者。視覚障害者のためと我々は運動しているが、（ホームドアの設置が）

国民全体の、安全な鉄道利用に結びつくことを訴えていきたい」と、予算化の重要性を訴えま

した； 
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席上、竹下会長は「ホームは危険と隣り合わせ。ホームド

アの設置はお金がかかるが、視覚障害者の外出時の安全の確

保のためにもホームドアの設置を急いでほしい」と要望し、

石井国交大臣からは省内に検討会を設置したこと、そして今

年度予算で確保していた約２２億円にくわえ、現在開かれて

いる臨時国会に補正予算案として約４０億円を計上している

こと、さらに来年度予算案の概算要求でも約２７億円を要望

していることが報告されました。さらに、この財源をもとに

緊急性の高い駅について優先的に整備を実施し、新たに着手

する駅数を５駅から２０駅～３０駅へと大幅に増やす計画が

示されました。 

また、面談終了後は大臣室からエレベーターホールに場を

移し、ぶら下がり取材が行われました。ホームドアの設置費

用の高額さが普及のネックになっていることについて記者か

ら意見を求められた竹下会長は、「一年間に３，６００人を

超える人が転落していて、その中で８０人が視覚障害者。視

覚障害者のためと我々は運動しているが、（ホームドアの設

置が）国民全体の安全な鉄道利用に結びつくことを訴えてい

きたい」と予算化の重要性を訴えました。 
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１０ページ 
【写真】ぶら下がり取材の模様。左から公明党の高木美智代衆議院議員、日本盲人会連合 

竹下義樹会長、藤井貢組織部長。 
コラム；内方線付き点状ブロック； 
最近、駅のホームで敷設が進んでいる内方線付き点状ブロックとは、どのようなものでしょ

うか？これまでの点状ブロックは、足を止めることはできても、ホームの端がどちら側にある

のか判断することが困難でした。 
内方線付き点状ブロックは、視覚障害者がホームの内側と外側を区別できるように、内側で

あることを示す一本の線を、追加したものです。メリットとして、ホームドアに比べてコスト

を抑えることができます 
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コラム～内方線付き点状ブロック～ 

最近、駅のホームで敷設が進んでいる

内方線付き点状ブロックとは、どのよう

なものでしょうか？これまでの点状ブロ

ックは、足を止めることはできても、 

ホームの端がどちら側にあるのか判断することが困難でし

た。 

内方線付き点状ブロックは、視覚障害者がホームの内側と

外側を区別できるように、内側であることを示す一本の線を

追加したものです。メリットとして、ホームドアに比べてコ

ストを抑えることができます。 

【写真】ぶら下がり取材の模様。左から公明党の高木美智代衆議院議員、日本盲人会連合 竹下義樹会長、 
 藤井貢組織部長。 
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１１ページ 
時事を読み解く；平成医療学園専門学校訴訟問題と、日盲連の動きについて； 
【写真】平成医療学園の訴訟は、9 月 4 日に開かれた臨時評議員会・第 6 回理事会においても、

大きな懸案事項として報告されました。写真は、理事会の模様です。 
 平成医療学園専門学校が、あはき法１９条による養成施設設置の、非、認定処分は「職業選

択の自由に反している」、とし、処分の取り消しを求める訴訟を、国相手に起こしました。こ

れは、学校側の学科新設の、申請に対する、医道審議会の判断を不服としたものです。 
9 月 9 日には、その皮切りとして、第１回口頭弁論が大阪地裁で行われました。 
また、遡ること５日には、日盲連が主催する「平成医療学園の訴訟に関する、第１回対策会

議」が、ホテルグランドヒル市ヶ谷で開かれました 
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時事を読み解く『平成医療学園専門

学校訴訟問題と日盲連の動きについて』 

 平成医療学園専門学校が、あはき法１９条による養成施設

設置の非認定処分は「職業選択の自由に反している」とし、

処分の取り消しを求める訴訟を国相手に起こしました。これ

は学校側の学科新設の申請に対する、医道審議会の判断を不

服としたものです。 

9月9日には、その皮切

りとして第１回口頭弁論

が大阪地裁で行われまし

た。また、遡ること５日

には、日盲連が主催する

「平成医療学園の訴訟に

関する第１回対策会議」

がホテルグランドヒル 

市ヶ谷で開かれました。 

 本件において、日盲連はどのような対策を講じているので

しょうか。竹下
たけした

義樹
よ し き

会長とともにその動きを牽引する小川
お が わ

幹雄
み き お

副会長にお話を伺いました。 

【写真】平成医療学園の訴訟は、9 月 4 日に開かれた臨時

評議員会・第 6 回理事会においても、大きな懸案事項とし

て報告されました。写真は、理事会の模様です。 
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１２ページ 
本件において、日盲連はどのような対策を講じているのでしょうか。竹下義樹会長とともにそ

の動きを牽引する小川幹雄副会長にお話を伺いました。 
小川副会長、よろしくお願いします。 

小川「こちらこそ、よろしくお願いします」、 
医道審議会について伺います。どのような機関なのでしょうか？ 

小川「法律または政令の定めにより設置された審議会で、医道審議会の中に、あはき柔道整復

師分科会という部会があります（委員として竹下会長も名を連ねる）。あはきや、柔整の認可、

あはき師、や、柔整師の処分を行いますが、昨年、あはき課程を新設したいと（複数校から）

申請がありました。昨年９月の予備審査、今年の１月の本審査でも、委員全員一致で却下され

ましたが、これに対して平成医療学園が不服を申し出たということです」 
それが９日の大阪地裁の口頭弁論につながる訳ですね。 
小川「そうですね」 
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―小川副会長、よろしくお願いします。 

小川「こちらこそ、よろしくお願いします」 

―医道審議会について伺います。どのような機関

なのでしょうか？ 

小川「法律または政令の定めにより設置された審

議会で、医道審議会の中にあはき柔道整復師分科

会という部会があります（委員として竹下会長も

名を連ねる）。あはきや柔整の認可、あはき師や

柔整師の処分を行いますが、昨年あはき課程を新

設したいと（複数校から）申請がありました。昨

年９月の予備審査、今年の１月の本審査でも委員

全員一致で却下されましたが、これに対して平成

医療学園が不服を申し出たということです」 

―それが９日の大阪地裁の口頭弁論につながる訳

ですね。 

小川「そうですね」 

―当日はどのような方々が出席されましたか？ 

小川「日盲連はもちろんそうですし、日本理療科

教員連盟、全日本視覚障害者協議会、大阪北視覚
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１３ページ 
当日はどのような方々が出席されましたか？ 

小川、「日盲連はもちろんそうですし、日本理療科教員連盟、全日本視覚障害者協議会、大阪

北視覚支援学校同窓会の関係者や、京都のあんまマッサージ、指圧師会会長さんも傍聴に詰め

かけてくださいました。人数は６０名くらいだったでしょうか」 
論点となっているあはき法１９条とは、どのような法律ですか？ 

小川、「これは視覚障害者の生業として、江戸時代から４００年続いてきたあんま鍼灸業が、

晴眼者の進出によって、職域が侵されてきたということで、昭和３９年に日盲連が中心となっ

て働きかけ、つけくわえられた条項です。これは、視覚障害者のあんまマッサージ指圧師の生

計が、著しく困難にならないように、晴眼者の養成施設の新設や、定員増を規制することがで

きるという条項です。これまでも養成施設の新増設は却下されています」； 
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支援学校同窓会の関係者や、京都のあんまマッ 

サージ指圧師会会長さんも傍聴に詰めかけてくだ

さいました。人数は６０名くらいだったでしょう

か」 

―論点となっているあはき法１９条とは、どのよ

うな法律ですか？ 

小川「これは視覚障害者の生業として、江戸時代

から４００年続いてきたあんま鍼灸業が晴眼者の

進出によって職域が侵されてきたということで、

昭和３９年に日盲連が中心となって働きかけ、つ

け加えられた条項です。これは視覚障害者のあん

まマッサージ指圧師の生計が著しく困難にならな

いように、晴眼者の養成施設の新設や定員増を規

制することができるという条項です。これまでも

養成施設の新増設は却下されています」 

―日盲連はこの問題にどのように関わっていくの

でしょうか？小川副会長はどのようにお考えです

か？また、竹下会長からどのような指示を受けて

いますか？ 
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１４ページ 
日盲連はこの問題にどのように関わっていくのでしょうか？小川副会長はどのようにお考え

ですか？また、竹下会長からどのような指示を受けていますか？ 
【写真】9 月 4 日の臨時評議員会から、竹下義樹会長(右)と小川幹雄副会長(左)。 
小川「竹下会長と私は同じ考えです。日盲連だけではなく関係団体、りきょうれん・全視協・

盲学校のＰＴＡ連合会と、被告（国）を支援する組織を立ち上げようと思っています。また、

あはきﾄｳﾎｳ推進協議会で、関係団体に呼びかけようと思っています。今考えているのは裁判の

傍聴、裁判官・書記官に対するはがき陳情、一般のかたに呼びかけての署名活動、（活動資金

の）募金を考えています。 
また、１０月１４日には関係団体が集まりますので、そこでほかの案が出れば検討したいと思

っています」 
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小川「竹下会長と私は同じ考えです。日盲連だけ

ではなく関係団体、理教連・全視協・盲学校のＰ

ＴＡ連合会と、被告（国）を支援する組織を立ち

上げようと思っています。また、あはき等法推進

協議会で、関係団体に呼びかけようと思っていま

す。今考えているのは裁判の傍聴、裁判官・書記

官に対するはがき陳情、一般の方に呼びかけての

署名活動、（活動資金の）募金を考えています。  

【写真】9 月 4 日の臨時評議員会から、竹下義樹会長(右)と小川幹雄副会長(左)。 
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１５ページ 
あはきぎょうに携わっているかたで、不安を抱えているかたも多いと思います。小川副会長

から一言いただけませんか？ 
小川「（今後の動きとして）１９条を守ることにあわせ、視覚障害者が晴眼者と競争しても、

対等に仕事ができるように、合理的配慮、具体的にはヒューマンアシスタント、そういうもの

の制度化を進めていきたいと思います」 
 平成医療学園専門学校の訴訟に対する、第１回口頭弁論は、９月９日の大阪地裁以降、２８

日には東京地裁で、翌２９日には仙台地裁で開かれました。今後の予定としては、１１月９日

に、大阪地裁で第２回口頭弁論が開催される予定です。 
今回の訴訟に対する日盲連の取り組みなどについて、詳細は組織部団体事務局（電話：０３

－３２００－００１１）まで 
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また、１０月１４日には関係団体が集まります

ので、そこでほかの案が出れば検討したいと思っ

ています」 

―あはき業に携わっている方で、不安を抱えてい

る方も多いと思います。小川副会長から一言いた

だけませんか？ 

小川「（今後の動きとして）１９条を守ることに

あわせ、視覚障害者が晴眼者と競争しても対等に

仕事ができるように、合理的配慮、具体的にはヒ

ューマンアシスタント、そういうものの制度化を

進めていきたいと思います」 

 平成医療学園専門学校の訴訟に対する第１回口頭弁

論は、９月９日の大阪地裁以降、２８日には東京地裁

で、翌２９日には仙台地裁で開かれました。今後の予

定としては、１１月９日に大阪地裁で第２回口頭弁論

が開催される予定です。 

今回の訴訟に対する日盲連の取り組みなどについ

て、詳細は組織部団体事務局（電話：０３－３２００

－００１１）まで。 
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１６ページ 
日本盲人会連合 本部の人事について 
本項では、平成 28 年度の日本盲人会連合の人事についてご報告します（平成 28 年９月３０

日現在）。 
・常務理事：橋井 まさき 

 この職を傷つけないよう、皆様の足手まといにならないよう努めさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
・常務理事：相磯 義明 

 橋井常務理事と力を合わせ、微力ながら、会長及び副会長を支えていきたいと思っておりま

すので、宜しくお願いいたします。 
・総合相談室長：工藤 正一 

相談業務は福祉の基礎です。新たに設置された総合相談室の室長を拝命し、その責任の重さに、

身の引き締まる思いです。 
・情報部長：三宅 隆 

２０年余りの点字出版所での勤務経験を生かして、必要な情報をより多くの方々へ、利用しや

すい媒体で提供をしていくよう努めてまいります 
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日本盲人会連合 本部の人事について 

本項では、平成28年度の日本盲人会連合の人事につ

いてご報告します（平成28年９月３０日現在）。 

・常務理事：橋井正喜（はしい まさき） 

 この職を傷つけないよう、皆様の足

手まといにならないよう努めさせてい

ただきます。どうぞ宜しくお願いいた

します。 

・常務理事：相磯義明（あいそ よしあき） 

 橋井常務理事と力を合わせ、微力な

がら会長及び副会長を支えていきたい

と思っておりますので、宜しくお願い

いたします。 

・総合相談室長：工藤正一(くどう しょういち) 

相談業務は福祉の基礎です。新たに

設 置 さ れ た 総 合 相 談 室 の 室 長 を 拝 命

し、その責任の重さに身の引き締まる

思いです。 
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１７ページ 
■総合相談室が開設■ 
日本盲人会連合は、相談事業のさらなる充実・強化を図るため、８月ﾂｲﾀﾁﾂﾞｹで日本盲人福祉

センター内に総合相談室を開設しました。 
 視覚障害について、中途視覚障害者や、その家族が抱える悩み、雇用や子育てに関する相談、

差別解消法や同行援護などの法律や制度など、皆様のさまざまな悩みに一緒に向き合います。 
皆様からのご相談をお待ちしています。 

お問い合わせ：日盲連総合相談室 
電話：０３－３２００－００１１ 
E メール：S、O、U、D、A、N、アットマーク、J、F、B、どっと、J、P 
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・情報部長：三宅隆（みやけ たかし） 

２０年余りの点字出版所での勤務経

験を生かして、必要な情報をより多く

の方々へ利用しやすい媒体で提供をし

ていくよう努めてまいります。 

 

■総合相談室が開設■ 
日本盲人会連合は、相談事業のさらなる充実・

強化を図るため、８月１日付で日本盲人福祉セン

ター内に総合相談室を開設しました。 

 視覚障害について、中途視覚障害者やその家族

が抱える悩み、雇用や子育てに関する相談、差別

解消法や同行援護などの法律や制度など、皆様の

さまざまな悩みに一緒に向き合います。 

皆様からのご相談をお待ちしています。 

お問い合わせ：日盲連総合相談室 

電話：０３－３２００－００１１ 

E-mail：soudan@jfb.jp 
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１８ページ 
全国盲女性・盲青年研修大会が開催 
第６２回全国盲女性研修大会について 
社会福祉法人日本盲人会連合・同女性協議会主催、一般社団法人福岡市視覚障害者福祉協会

の主幹による、「第６２回全国盲女性研修大会」が、８月２１日から２３日にかけて、福岡市

で開催されました。関係者６００名が参加し、活発な意見交換が行われました。 
３日目の式典では、同協議会の顧問である、タカガイ恵美子参議院議員より祝辞が述べられ

ました。前田美智子女性協議会長は、「人として普通に暮らしたいという願いを諦めずに、共

感を求めながら実現していきたい」と挨拶を述べました。 
【写真】式典で挨拶をする前田美智子女性協議会長 
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全国盲女性・盲青年研修大会が開催 

第６２回全国盲女性研修大会について 

社会福祉法人日本盲人会連合・同女性協議会主催、
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「第６２回全国盲女性研修大会」が、８月２１日から

２３日にかけて福岡市で開催されました。関係者６０

０名が参加し、活発な意見交換が行われました。 

３日目の式典では、同協議会の顧問である髙
たか

階
がい

恵
え

美
み

子
こ

参議院議員より祝辞が述べられました。前田
ま え だ

美智子
み ち こ

女性協議会長は、「人として普通に暮らしたいという

願いを諦めずに、共感を求めながら実現していきた

い」と挨拶を述べました。 

【写真】式典で挨拶をする前田美智子女性協議会長 
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１９ページ 
第６２回全国盲青年研修大会について 
社会福祉法人日本盲人会連合・同青年協議会ならびに公益社団法人千葉県視覚障害者福祉協

会・同青年部主催の「第６２回全国盲青年研修大会」が、９月３日から４日にかけて千葉県で

開催されました。 
おおごだまこと、青年協議会長の「また元気な皆さんと会い、千葉で熱い時間を過ごすのが

本当に楽しみ」との期待に応えるかのように、2 日間にわたる研修会には、関係者２５０名が

参加、代表者会議や分科会・講演会などを通し結束を高めました。 
最後に、来年度開催の鹿児島県のちで再会することを約束し、研修会は盛会のうちに、幕を

閉じました。 
【写真】式典で挨拶をする、おおごだまこと、青年協議会長 

平成２８年 １０月２５日           愛 盲 時 報             第２５２号 

第６２回全国盲青年研修大会について 

社会福祉法人日本盲人会連合・同青年協議会ならび

に公益社団法人千葉県視覚障害者福祉協会・同青年部

主催の「第６２回全国盲青年研修大会」が、９月３日

から４日にかけて千葉県で開催されました。 

大胡
お お ご

田
だ

誠
まこと
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い、千葉で熱い時間を過ごすのが本当に楽しみ」との

期待に応えるかのように、2日間にわたる研修会には関

係者２５０名が参加、代表者会議や分科会・講演会な

どを通し結束を高めました。 

最後に、来年度開催の鹿児島県の地で再会すること

を約束し、研修会は盛会のうちに幕を閉じました。 

 
【写真】式典で挨拶をする大胡田誠青年協議会長 
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２０ページ 
ご寄付のお願いについて 
 日本盲人会連合は視覚障害者自身の手で、自立と社会参加を実現しようと組織された、視

覚障害者の全国組織です。 
 １９４８年（昭和２３年）に全国の視覚障害者団体（現在は、都道府県・政令指定都市６

１団体が加盟）で結成され、国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定に際し、当事者の

ニーズを反映させるため、陳情や要求運動を行っています。 
活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な経費の確保は、厳しい財政の中、困難を

極めています。 
視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維持していくため、皆様からの特段のご厚

志を賜りますよう、何とぞ宜しくお願い申し上げます。 
ゆうちょ銀行 
；記号番号；0 0 1 6 0 5 5 3 6 1 0 4 
加入者名 社会福祉法人日本盲人会連合 
みずほ銀行 
店名 高田馬場支店 
預金種目 普通 
口座番号 2 8 6 8 1 0 1 
カナ氏名（ｳｹﾄﾘﾆﾝﾒｲ） ﾌｸ)ﾆﾎﾝﾓｳｼﾞﾝｶｲﾚﾝｺﾞｳ 
領収証が必要なかた、また本連合が振り込み手数料を負担する、専用の振込用紙もご用意し

ていますので、ご希望のかたはご連絡下さい。 
【お問い合わせ先】日本盲人会連合 電話:03-3200-0011 
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◆◆ご寄付のお願いについて◆◆ 

 日本盲人会連合は視覚障害者自身の手で、＜自立と社会参

加＞を実現しようと組織された視覚障害者の全国組織です。 

 １９４８年（昭和２３年）に全国の視覚障害者団体（現在

は、都道府県・政令指定都市６１団体が加盟）で結成され、

国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定に際し、当事

者のニーズを反映させるため、陳情や要求運動を行っていま

す。 

活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な経費の

確保は、厳しい財政の中困難を極めています。 

視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維持して

いくため、皆様からの特段のご厚志を賜りますよう、何とぞ

宜しくお願い申し上げます。 

■ゆうちょ銀行 
記号番号 ００１６０－５－５３６１０４ 

加入者名 社会福祉法人日本盲人会連合 

■みずほ銀行 
店名 高田馬場支店 

預金種目 普通 

口座番号 ２８６８１０１ 

カナ氏名（受取人名） ﾌｸ)ﾆﾎﾝﾓｳｼﾞﾝｶｲﾚﾝｺﾞｳ 

※領収証が必要な方、また本連合が振り込み手数料を負担する専用

の振込用紙もご用意していますので、ご希望の方はご連絡下さい。 

【お問い合わせ先】日本盲人会連合 電話:03-3200-0011 
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◆◆ご寄付のお願いについて◆◆ 

 日本盲人会連合は視覚障害者自身の手で、＜自立と社会参

加＞を実現しようと組織された視覚障害者の全国組織です。 

 １９４８年（昭和２３年）に全国の視覚障害者団体（現在

は、都道府県・政令指定都市６１団体が加盟）で結成され、

国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定に際し、当事

者のニーズを反映させるため、陳情や要求運動を行っていま

す。 

活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な経費の

確保は、厳しい財政の中困難を極めています。 

視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維持して

いくため、皆様からの特段のご厚志を賜りますよう、何とぞ

宜しくお願い申し上げます。 

■ゆうちょ銀行 
記号番号 ００１６０－５－５３６１０４ 

加入者名 社会福祉法人日本盲人会連合 

■みずほ銀行 
店名 高田馬場支店 

預金種目 普通 

口座番号 ２８６８１０１ 

カナ氏名（受取人名） ﾌｸ)ﾆﾎﾝﾓｳｼﾞﾝｶｲﾚﾝｺﾞｳ 

※領収証が必要な方、また本連合が振り込み手数料を負担する専用

の振込用紙もご用意していますので、ご希望の方はご連絡下さい。 

【お問い合わせ先】日本盲人会連合 電話:03-3200-0011 
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◆◆ご寄付のお願いについて◆◆ 

 日本盲人会連合は視覚障害者自身の手で、＜自立と社会参

加＞を実現しようと組織された視覚障害者の全国組織です。 

 １９４８年（昭和２３年）に全国の視覚障害者団体（現在

は、都道府県・政令指定都市６１団体が加盟）で結成され、

国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定に際し、当事

者のニーズを反映させるため、陳情や要求運動を行っていま

す。 

活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な経費の

確保は、厳しい財政の中困難を極めています。 

視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維持して

いくため、皆様からの特段のご厚志を賜りますよう、何とぞ

宜しくお願い申し上げます。 

■ゆうちょ銀行 
記号番号 ００１６０－５－５３６１０４ 

加入者名 社会福祉法人日本盲人会連合 

■みずほ銀行 
店名 高田馬場支店 

預金種目 普通 

口座番号 ２８６８１０１ 

カナ氏名（受取人名） ﾌｸ)ﾆﾎﾝﾓｳｼﾞﾝｶｲﾚﾝｺﾞｳ 

※領収証が必要な方、また本連合が振り込み手数料を負担する専用

の振込用紙もご用意していますので、ご希望の方はご連絡下さい。 

【お問い合わせ先】日本盲人会連合 電話:03-3200-0011 
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